
第８回 周南市市民憲章等検討委員会 会議録 

 
日 時  平成１８年１月２４日（火） 午後６時３０分から午後８時３０分まで 
場 所  周南市役所 ３階 第４会議室 
出席者  １１名 
     ・委員 ８名 
      杉光 英俊（会長）、隅 麗子（副会長）、小田 敏雄、倉冨 良枝、谷野 正昭、 

友森 淑子、福田 尚子、藤井 貞臣 
     ・事務局 ３名 
      原田係長、有馬、青木  
 

会 議 内 容 

 

１ 議 題 

(1)前回議事録の確認 

・前回会議録の確認を行い、問題なしとして了承された。 
 

(2)市民憲章（案）の確認 

  ■事務局 

・前文の中で「自然と産業の調和した」と「自然と産業が調和した」という言い方に

ついて、文法上は「の」でも「が」でも問題はないが、どちらかに決めていただき

たい。 

■各委員 

 ・言い易さ、強調性等から「自然と産業が調和した」とする。 

 

(3)提言書（案）の検討 

  ■事務局 

・提言書の内容については、文章や市の木と花の名前を含めて、今までの会議での

意見の内容等から、用いた言葉の意味合いや説明といったものを事務局でまとめ

させていただいた。 

・これについて、内容等の確認をお願いしたい。 

■検討結果 

・前文の説明について 

・「将来の都市像」⇒「基本姿勢」に変更する。  

・「まちづくりに向かって市民が宣言するものです」⇒「市民一人ひとりがまち

づくりに向かって宣言するものです。」に変更する。 

・本文の説明について 

・「「わたくしたち周南市民は」を共通する主語としています。」⇒「周南市民」
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は改めて必要ない。 

・主語を省略する理由を加える。 

・「環境・自然」の項目について 

・「水」は「海」だけでなく「川」もあるので、「海と川」に変更する。 

・「健康・スポーツ」の項目について 

・「健康で明るい家庭」⇒「明るい家庭」に変更する。 

・「国際・文化」の項目について 

・「国際交流やインターネット等を通じて市民にとって世界が、より身近に感じ

ることのできる社会の中で」⇒削除する。 

・「地球人として国際感覚を身に付けた人材を育成し」⇒地球人という言葉には

違和感があるので「国際感覚を身に付け」に変更する。 

・「市民が」⇒「一人ひとりが」に変更する。 

・「世界に誇れる」という言葉を別の言葉に変えるということで、「世界を視野

においた」や「世界に目を開き」等を検討したが、結論は出なかったので次

回、再検討する。その際、本文を修正するか、または、本文をそのままとす

るのであれば、現在出ているパブリックコメントに対する回答を踏まえて、

説明文を修正するかの２つの考え方がある。 

   ・その他 

・本文をすべて「１」とする理由を加える。 

 

(4)パブリックコメントについて 

  ■委員意見（1 月２３日までの提出分１件について） 

・「具体的にどんな行動をとればよいのか」、「どういう行動目的を指しているのかよ

く理解できない」という意見については、一人ひとり具体的な行動目標は違ってお

り、一概に言えない。 

・「自らが輝き」ということは、市民一人ひとりの個性が輝くということであり、そう

なるためには市民一人ひとりが教養を身に付ける（＝学習する）ことであり、答え

や行動目標は一つではないという意見で一致した。 

 

(5)制定後の推進について 

■会 長 

・市民憲章制定後の推進については、旧市町での体制や活動例などがあれば教えてい

ただきたい。 
■委員Ｃ 

・憲章を基に具体的に活動していたところは、熊毛町と新南陽市だけである。 
■委員Ｇ 

・旧熊毛町は、「生涯学習のまちづくり」という位置付けの中で、何をやっていくか

ということの中の一つとして、町民憲章を策定し、推進協議会を作り町民憲章の実
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践を進めていった。 
■委員Ｃ 

・旧新南陽市は、「市民憲章推進協議会」を作り、部会に分かれ活動していた。現在

は、協議会自体は解散している。 
■会 長 
・旧新南陽市では、協議会があったという訳ですね。まずは、そういった組織が必要

でしょうね。 
■委員Ｃ 

・旧新南陽市の推進組織は、市内のあらゆる団体を網羅しようとしたため、団体だけ

でも１３０くらいあった。周南市で考えれば２００、２５０くらいになるのではな

いか。全ての団体を考えると難しいが、組織のあり方をどうするのかを考えなけれ

ばならないし、予算の問題もある。 

・市民憲章を制定して２～３年は、まず組織固めをして、皆さんに理解してもらえる

運動を提案していくという形がよいのではないか。 

■委員Ｇ 

・組織作りを実際にやってきて、先細りになってしまったので、そうならないような

方法を皆さんに提案していただきたい。右肩上がりで進行していくような組織の作

り方、啓発の仕方は必要だと実感している。 

■委員Ｄ 

・私は青少年の健全育成会議等の色々な会議の冒頭に市民憲章を唱和していた。また、

子供は学期毎の始業式の際には唱和するので、年に３～６回程度は目にし、口にし、

親しむ機会があるが、一般の市民はいつ唱和するのかという疑問はある。 

■会 長 

・今までどういう活動をしてきたか、そのためにはどのような組織が必要なのかにつ

いて、ご意見をいただきたい。 

■委員Ｃ 

・市民憲章が制定されれば、それを徹底してＰＲする作業が第１段階で、次に具体的

に市民一人ひとりがどういう行動をしていくかということを検討していくことに

なると思う。 

・予算の関係もあるので、１８年度から組織を立ち上げて大々的に推進していくとい

ことにはできないと思う。 

■委員Ｃ 

・どういう風なテーマで活動していくか、どういう風に取り上げていくか、それを各

団体にどう提案していくかまでやらないと活動にならない。 
■会 長 

・幾つかの具体的な行動規則やイベントを提示していただいて、そういうものを協議

する組織が必要だという答申をまとめて、次にバトンタッチするということになる

と思う。 
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■委員Ｇ 

・私が今まで取り組んできた中で、考え方をお話し、使えるものがあれば使っていた

だくということでよろしいですか。 
■会 長 

・提案をお願いします。私としても、他の市がどのような形でやっているか、わかる

範囲で調べてみたいと思っている。 
■委員Ｇ 

・私のこれまでの取り組みの中での考え方としては、憲章は理念に当たると思う。理

念の次に基本目標があり、各自の行動に繋がっていかなければならない。 
・最終的には基本目標、重点目標を作るという形で、細分化をした中で進めていかな

ければならない。 
・まずは、市民憲章を定めた理由は何かを考えなければならない。我々は憲章を作れ

と言われたから作ったということで良いのであれば、これで終わりである。そうで

はなく、もっと踏み込んだものとなると、具体的には啓発活動が必要であり、その

中身は、唱和、パネルの設置、憲章碑、広報による啓発等の手段となる。しかし、

これらの手段・方法でできないものを、どう推進していくかとなると推進組織が必

要となる。その組織も規模・レベルが違うので、次にはその組織をどう運営してい

くかが問題となる。 
・提言書に盛り込むのであれば、提言後に、実際に皆が実践しなければならないと思

えるような提言の形で良いのではないか。ここでは、そこまで求められていないと

思うので、詳しいことについては次にバトンタッチする。 
■委員Ｃ 

・新南陽の場合は、最初、記念碑や各学校へのパネル設置等を中心にやってきた。そ

れが行き渡った後、市民憲章推進協議会で、具体的に一人ひとりがどういう活動を

すれば良いのか指針を作り、具体的な行動目標を作るというところから、各団体の

活動の中に取り入れてもらうという取り組みをしていた。 
・最終的には市民一人ひとりが、どういう形で市民憲章を実践していくかが究極の目

標であるが、そこまでは予算の関係もあって行き届かず、難しさがあった。 
■委員Ｇ 

・熊毛の例では、会議や議会の前には必ず唱和されていた。それと、地域の集会所に

パネルを設置してもらった。そして生涯学習通信というコミュニティ誌の中で、啓

発活動を行っていた。これには生涯学習が絡んでいたので、少しややこしくなった

が、市民の参加が必要となり、それをどう進めていくかということになった。 

■委員Ｃ 

・基本的には生涯学習のまちづくりということになり、内容的にはほとんど差がない。 
■会 長 

・具体的な行動となるとまちづくりの一環となる。また、お金のかかる行動とかから

ない行動とがあるが、具体的な行動計画となると、これにはお金が必要となる。 
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■委員Ｃ 

・そこが「市民一人ひとりの規範ですよ」ということになる。だから、これをベース

に一人ひとりがどういう行動をしていったら良いのかの規範を見せているもので

ある。 
■会 長 

・要するに、そういうことを実際に市民活動の中に活かしていく努力が必要であり、

それを検討していく組織が必要であるというような内容でまとめるということで

いかがでしょうか。 
■委員Ｇ 

・どの程度までの内容を事務局が求めているのか、確認した方が良いと思う。 
■事務局 

・事務局としては、推進することは必要だと感じているが、どの程度までという具体

的なことまでは考えていない。 
■委員Ｃ 

・どのように推進していくかという基本的な指針を作ることが必要で、どのように進

めていけば目標が達成できるのかについて、力を入れて検討しないと、中途半端に

投げかけても駄目であると思う。 
■委員Ｇ 

・出だしが肝心で、制定したらそのまますぐに推進していける様なものでないといけ

ない。 
■事務局 

・推進組織がどういう組織で、というような具体的な内容までは、今の段階で提言す

ることは難しいと考えている。 
■会 長 

・次回までに私が案を作ってきますので、それを、再度、検討していただきたい。 
 

次回の会議の日程を確認し、閉会した。 
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